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ビジョン３：活気ある持続可能な社会

「ものづくり」の革新

・ 製造技術

・製造装置・生産システム・素材

• 機能性等の技術的要求
• 個別化対応生産性等の要求
• 低コスト化（≒速度、生産性、
環境負荷等）要求

• 個別性、復元性、持続性、利便性、
柔軟性などの要求

・ 先端科学の学理と技術

コヒーレントフォトン技術による“ものづくり”の質的転換

目標「すべてのものづくりを光で行う生産システムの実現」
⇒光で、「切る、削る、磨く、接合する」などをすべて行う。

社会ニーズからのバックキャスト
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新しいマテリアル
デザイン

個別製造対応可能な
革新的光プロセスライン

・製造装置

最先端の光技術・学理

設計・加工
ライブラリーのＩＣＴ伝送

新しい
デザイン手法

無駄の無い原材料
の配送とストック

高品質個別生産を廉価に提供

個人から
生まれる
アイデア

モノとアイデアの
双方向循環

技術の信頼を
もたらす基礎科学

新しい学術を求める
高度な産業ニーズ



個を活かす持続可能な社会

光源

製造ライン装置

加工・リソ光源部品製造技術A社

B社 C社

材料

東京大学
理学系研究科、工学系研究科
物性研究所

理化学研究所
光量子工学研究領域

コヒーレントフォトン技術によるイノベーション拠点

コヒーレントフォトン技術による活気ある持続可能な社会の実現に向けて
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計測技術

個別生産対応技術

光物性

理論物理

材料科学

表面物理

医用工学

人間科学



コヒーレントフォトン技術が開く10年後の社会
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